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研究成果の概要（和文）：本研究はウィリアムズ症候群にみられる共同注意の遅れの実態とそのメカニズムにつ
いて、注意をシフトすることの苦手さ、特に「顔に対する注意を外す(顔からの注意解放)能力」の発達異常の観
点から検討し、ヒト乳幼児における社会性認知の指標を提案することを目的として計画された。しかしながら、
その検討の過程において、「注意を外す」こと以前に、「提示された視覚刺激に注意を向ける」ことの困難さを
コントロールすることが期間内に成功せず、当初予定した成果を得るに至らなかった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we tried to investigate the delay in joint attention in 
Williams syndrome and its mechanism, from the viewpoint of abnormalities in attention shift, 
especially difficulty "in disengaging attention to the face (attention release from the face)". It 
was designed for the purpose of examining and proposing an index of social cognitive function in 
human infants. However, in the process of the examination, it was difficult for each participant to
 "focus one’s attention to the presented visual stimulus" in the first place, before "to disengage 
their attention".　 We were unable to resolve this issue within the research period
For this reason, the original goal of this study could not be achieved. 

研究分野： 小児神経

キーワード： ウィリアムズ症候群

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本検討が当初の目的とした成果が得られれば、ウィリアムズ症候群の知見をもとに、ヒトにおける共同注意の発
達において、注意を向けること、それを外すことの観点からの知見が得られ、その発達メカニズムと言語発達に
おける意義を明らかにできる可能性があった。残念ながら、今回の研究機関ではそれらを明らかにするに至らな
かった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 

自閉症スペクトラム障害とウィリアムズ症候群はその社会性の発達においてしばしば比較

検討されている。自閉症スペクトラム障害とウィリアムズ症候群は共同注意（Joint 

Attention）機能の発達遅延という点で共通しているものの、幼児期以降の社会性認知の表

現様式は大きく異なることが観察されている。従って、人懐っこいとされるウィリアムズ症

候群患児において、共同注意の発達様式を客観的に明らかにすることが、ヒト社会性認知発

達のメカニズムの解明の一端を担いうると、申請者は考えた。 

ウィリアムズ症候群は顔認知についても特徴があり、とりわけ顔への注意（志向性）が強い

とされる。その理由として、“顔からの”注意シフトのしにくさが指摘されている。一般に

ヒトでは共同注意の遅れは全般的な注意シフトの出来なさとして説明されている。一方、自

閉症スペクトラム障害においては顔への注視が少ないことが報告されている。 

これらのことから我々は共同注意の発達（乳児の社会性の発達）においては①顔への適切な

注目と②“顔からの”適切な注意のシフト、すなわち顔からの注意の解放がともに重要であ

るとの仮説を持つに至った（自閉症スペクトラム障害の障害は①に、ウィリアムズ症候群は

②により強く関連すると推定）。 
 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究はウィリアムズ症候群にみられる共同注意の遅れの実態とそのメカニズムについて、

注意シフトの異常性、特に「顔からの注意解放（顔に対する注意をはずす)能力」 の発達異

常の観点から客観的に検討し、ヒト乳幼児における社会性認知機能の指標を提案するこ と

を目的として計画された。 

 

本研究は、 特徴的な認知特性を持つ ウィリアムズ症候群 を対象とすること、共同注意の

発達と顔への注意志向性（注意の外しにくさ）の関連に初めて着目し、視線追跡装置を用い

た客観的評価を行うことで、共同注意発達メカニズムの新側面の解明を以下の個別目標を

設定して目指した。 

１）ウィリアムズ症候群における共同注意と言語の発達遅滞様式を検証すること。 

２）注意のシフト機能の脆弱性、顔からの注意解放の特殊性が、ウィリアムズ症候群にお

いて観察されるか否か 定型発達児との比較のもと、 「共同注意の発達レベルと注意

シフトに関連が認められるか」 「注意の解放は顔に対するものが他のオブジェクト

（非顔）に対するものよりも困難か」を検証する。 それにより、共同注意の発達に対

し注意シフト全般の異常もしくは顔に限局した注意解放機能の障害の 関与が考えら

れるか否かを判定する。手法としては disengagement task を用い、視線追跡装置に

より客観的に検討することを目指した 

３）そのうえで、定型発達児、ウィリアムズ症候群を持つ児の両方において、共同注意、

注意シフトと注意解放、言語発達の時間的関連性はどうか？ 顔からの注意解放のも

たらす影響を含めた相互の関連について、発達途上の児において新たに明らかにし、

社会性認知の発達過程の理解に新しい視点を加えることを目指す。 
 
 
 



３．研究の方法 
 

１）ウィリアムズ症候群乳幼児と定型発達乳児において、共同注意を含む社会性認知の発

達をチェックリストにより評価する。15 名のウィリアムズ症候群幼児の既存データ

を合わせ、定型発達児との比較の元、ウィリアムズ症候群で共同注意の発達が本当に

遅れているかを確認する。 

２）ウィリアムズ症候群において顔、もしくは他のオブジェクト（非顔）からの注意解放

を視線追跡装置 tobii により客観的に評価する。先行研究における disengagement 

task を活用して検討する。当初はウィリアムズ症候群学童と精神年齢、生活年齢を一

致させた定型発達学童を対象とする。その後新規参加例（ウィリアムズ症候群乳児）

について同様に実施する。 
３） 共同注意機能と注意解放機能の関連性について定型発達乳児で検討する。 

 
 
 
４．研究成果 
 

上記計画において、１）のウィリアムズ症候群を持つ児について、臨床的に共同注意の発達

と語彙の獲得の関連を確認すること については、当初の計画に沿って対象症例について

実施を進めた。しかしながら優位な相関を確認するにはさらなる症例数の増加が必要と考

えられた。 

２）については研究協力を得、ウィリアムズ症候群の対象となった児において当初の計画を

試みた。 

しかしながら、対象となった同症候群幼児らにおいては、注意のシフトの検討を行う前段階

として、「注意を一点に向けること」自体に困難を極め disengagement task の実施の第一

歩が不能であった。様々な視覚刺激を試みるもその点について改善策に至らず、「共同注意

の発達レベルと注意シフトに関連が認められるか」 「注意の解放は顔に対するものが他の

オブジェクト（非顔）に対するものよりも困難か」という当初の検討を実施するに至らなか

った。 

このことから、３）定型発達の検討に資するデータを得るにも至らなかった。 

 

以上より、当初の研究計画の実行には至らなかった。 

やむなく代替として、ウィリアムズ症候群における言語発達について、ウィリアムズ症候群

の認知特性（視空間認知障害）の与える影響に関し、各認知領域と語彙発達との関連につい

て検討を進めた。特に、特徴的な認知特性である視空間認知障害について、同様の視空間認

知障害を示しうる疾患（脳室周囲白質軟化症や 自閉症スペクトラム）と合わせて検討し、

「疾患横断的に」視空間認知の発達の遅れが、当該分野の語彙発達（位置を表す言葉や時間

を表す語彙の発達など）について影響をもたらすか否かの検討を新たに計画し、実施中であ

る。 

また、本研究実施期間中、いくつかの関連論文を発表した。 
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